
第
三
回
拡
大
役
員
会 

「
平
成
三
十
年
度
第
三
回
拡
大
役
員
会
」
を
平
成
三
十
一
年

三
月
二
日
（
土
）
午
後
七
時
か
ら
、
ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館
に
て

開
催
し
ま
す
。
班
長
・
副
班
長
の
皆
様
に
は
、
今
年
度
最
後
の 

拡
大
役
員
会
で
す
の
で
、
奮
っ
て
参
加
し
て
頂
き
た
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

議
題 

 

一
．
平
成
三
十
一
年
度
新
班
長
・
副
班
長
の
選
任
に
つ
い
て 

二
．
ゴ
ミ
集
積
所
問
題
に
つ
い
て 

三
．
防
災
関
連
に
つ
い
て 

四
．
一
年
間
の
反
省
と
感
想
に
つ
い
て
（
意
見
・
要
望
な
ど
） 

五
．「
町
会
の
お
花
見
」
開
催
時
期
に
つ
い
て 

六
．「
定
期
総
会
」
の
日
程
に
つ
い
て 

七
．
そ
の
他 

 

昔
遊
び
と
餅
つ
き
会 

「
第
七
回
昔
遊
び
と
餅
つ
き
会
」
を
平
成
三
十
一
年
二
月 

十
日
（
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
天
祖
神
社
境
内
で
開
催
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
、
杉
並
第
三
小
学
校
に
変
更
し
ま
す
。 

大
人
も
子
供
も
餅
つ
き
が
で
き
ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
、
昔
遊

び
（
コ
マ
、
折
り
紙
、
だ
る
ま
落
と
し
、
あ
や
と
り
、
草
笛
、
落

書
き
コ
ー
ナ
ー
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
担
当
員

や
指
導
員
を
配
員
し
て
、
事
故
が
な
い
よ
う
に
安
全
に
運
営
管

理
を
行
い
ま
す
。 

お
餅
、
豚
汁
は
、
五
百
食
分
を
準
備
し
、
引
換
券
に
よ
り
、 

お
一
人
様
一
回
に
て
、
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。
無
く
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

お
餅
、
豚
汁
は
、
会
場
で
消
費
し
て
下
さ
い
。
お
持
ち
帰
り
は

禁
止
と
し
ま
す
。
又
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
よ
る
食
中
毒

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に
、
受
付
に
備
え
付
け
の 

消
毒
液
で
、
必
ず
、
手
を
洗
浄
し
て
か
ら
入
場
し
て
下
さ
い
。 

  
 

     

防
災
関
連 

一
． 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
放
水
訓
練 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら 

か
え
る
公
園
付
近
で
、
杉
並
消
防
署
職
員
の
方
の
立
ち

合
い
と
指
導
に
よ
り
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
放
水
訓
練

を
行
い
ま
す
。 

災
害
・
火
災
に
備
え
て
是
非
と
も
参
加
し
て
下
さ
い
。 

 

二
． 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
テ
ス
ト
放
送 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
（
水
）
十
一
時
に
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
テ
ス
ト
放
送
を
行
い
ま
す
。 

 

第
三
十
二
回
蚕
糸
の
森
ま
つ
り 

「
第
三
十
二
回
蚕
糸
の
森
ま
つ
り
」
を
平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
蚕
糸
の
森
公
園

で
開
催
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、
杉
並
第
十
小
学
校
体
育
館
な

ど
で
行
い
ま
す
。 

杉
並
区
役
所
の
担
当
部
署
・
杉
並
警
察
署
・
杉
並
消
防
署
他
の

公
共
機
関
と
近
隣
の
町
会
・
自
治
会
、
団
体
及
び
地
方
の
友
好
都

市
が
参
加
し
て
、
模
擬
店
な
ど
を
出
店
し
、
飲
み
物
・
食
べ
物
や

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
校
庭
で
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。 

西
町
会
は
、
恒
例
の
金
魚
す
く
い
と
輪
投
げ
や
シ
ャ
ボ
ン
玉

な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
す
。 

楽
し
い
催
し
物
が
沢
山
出
店
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

訃
報 

二
十
二
班 

中
島 

昌
子 

様 

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日 

ご
逝
去 

八
十
七
歳 

 

二
十
二
班 

境 

孝
雄 

様 

 
 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
日 

ご
逝
去 

七
十
一
歳 
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杉
並
第
三
小
学
校
支
援
本
部 

一
．
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）
に
杉
並
第
三
小
学

校
体
育
館
で
、
恒
例
の
杉
三
の
森
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
、
約
四
百
名
の
皆
様
が
来
場
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
杉
並
第
三
小
学
校
の
土
曜
授
業
の
一
環
と
し 

一
年
生
か
ら
六
年
生
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

          

吹
奏
楽
の
演
奏
の
前
に
、
杉
三
小
合
唱
団
の
演
目
が
披
露

さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
で
し
た
。 

二
． 

杉
並
第
三
小
学
校
屋
上
・1

Ｆ
菜
園
整
備
を
平
成
三
十
一

年
二
月
十
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。
お
手
伝
い
を
頂
け
る
方

は
、
午
前
九
時
前
に
杉
三
小
西
門
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

三
． 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
、 

ニ
コ
ニ
コ
ロ
ー
ド
お
店
や
さ
ん
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

 

町
会
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら
ゆ
う
ゆ

う
高
円
寺
東
館
に
て
、
四
十
一
名
の
皆
様
が
参
加
し
て
町
会
新

年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

海
南
宏
子
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
境
禎
一
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
古
旗
三
雄
さ
ん
の
乾
杯
の
発
声
で
新
年
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

松
浦
芳
子
さ
ん
に
よ
る
チ
ェ
ロ
演
奏
、
谷
山
博
史
さ
ん
・
由
子

さ
ん
ご
夫
妻
の
三
線
・
沖
縄
民
謡
と
磯
崎
隆
男
さ
ん
の
手
品
の

余
興
が
披
露
さ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。。 

 

     

美
酒
と
美
味
し
い
食
事
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
八
時
過
ぎ

に
、
樋
口
志
津
子
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。 

二
月
行
事
日
程 

【
文
化
活
動
】 

書
道
同
好
会 

一
日
（
金
）・
十
五
日
（
金
） 

十
八
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

写
経
の
会 

十
二
日
（
火
）・
二
十
六
日
（
火
）
十
九
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺
東
館 

【
防
災
関
連
】 

 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
放
水
訓
練 

十
六
日
（
土
）
十
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
え
る
公
園
付
近 

【
イ
ベ
ン
ト
】 

昔
遊
び
と
餅
つ
き
会 

十
日
（
日
） 

十
一
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
祖
神
社
境
内 

【
学
校
支
援
本
部
】 

 

杉
並
第
三
小
学
校 

屋
上
・
一
Ｆ
菜
園
整
備 

 

十
日
（
日
）
九
時
～ 

 

ニ
コ
ニ
コ
ロ
ー
ド
お
店
や
さ
ん
体
験
教
室 

 

二
十
日
（
水
）
十
四
時
～ 

【
パ
ト
ロ
ー
ル
】 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地
域
清
掃
活
動 

二
日
（
土
）・
十
二
日
（
火
） 

十
六
時
～ 

町
内
パ
ト
ロ
ー
ル 
二
十
二
日
（
金
） 

十
九
時
～ 

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ 

セ
シ
オ
ン
杉
並
は
、
建
築
後
三
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま

す
。 建

物
全
体
の
長
命
化
を
図
る
と
共
に
、
老
朽
化
し
た
設
備
の

更
新
を
行
い
、
改
修
後
三
十
年
間
の
安
定
し
た
施
設
運
用
を 

実
現
し
、
又
、
可
能
な
範
囲
で
部
屋
等
の
配
置
を
調
整
し
て
、 

よ
り
使
い
や
す
い
施
設
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

平
成
三
十
三
年
春
に
着
工
を
予
定
し
、
一
年
半
、
全
館
を
休
館

し
、
大
規
模
改
修
工
事
（
建
て
替
え
工
事
で
は
無
い
）
を
実
施
し

ま
す
。 

今
後
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
・
改
修
計
画
・
改
修
設
計
を
実
施

し
、
平
成
三
十
四
年
度
冬
に
運
営
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。 

休
館
中
の
代
替
施
設
及
び
再
開
後
の
施
設
の
利
用
方
法
等
は
、 

逐
次
、
連
絡
い
た
し
ま
す
。 


